
【長浜・御畳瀬・浦戸活性化協議会】 第１回御畳瀬地区部会意見集約表 
資料３－２

 ①いいなと思うことや好きなモノ，コト ②ここがイマイチ，もう少しよくならないかなと

思うこと 
③将来こうはなりたくないと思うこと ④将来こうなったらいいなと思うこと 

自然・環境 ・自然が豊か 
・空気がよい 
・魚釣りが海岸でできる 
・野鳥が多い（鳥の鳴き声が聞こえる） 
・井戸が多い（防災，飲み水などに利用） 

・湾港にゴミが多い 
・独居，要介護老人のゴミ出しに問題がある 
・トイレの匂いがする（汲取式の家が多い） 
・静かすぎる 

・ゴミが満足に出せなくなる 
・ネコ，犬ばかりになる 
・干物を干す風景がなくなる 

 

人・地域 
（コミュニティ） 

・御畳瀬生まれが多い（顔見知りが多い） 
・子供が少し増えた 
・お年寄りが元気 
・小、中、高、大学生の人的交流の促進 

・御畳瀬の中がまとまっていない 
・住民にまとまりがない（秘密主義，なわばり意識

が強い） 
・協力性がない（一団となる事がない） 
・地域によって仲が悪い 
・人材育成ができていない 
・他の人を受け入れない 
・子供が少ない 

・コミュニティの運営ができなくなる 
・人と人とのつながりがなくなる 
・人口減少が進む 
・孤独死が増える 
・干物の御畳瀬の名前がなくなる 
・人材不足に陥る 

・人口が増える 
・人との出会いが増える 
・若い女性がたくさんいる 
・災害に対する共助の精神が構築されている 
・集合住宅化をする 
・ネオン街になる 
・高知で一番住みやすい町になる 

土地・建物 
（ハード） 

 ・家が古い 
・空き家，空地が多く，手入れされていない 
・道路中が狭い 

・土地が二束三文になる 
・空き家が倒壊する 
・野っぱらになる 
・駐車場が増える 

・仁井田までの道ができる 
・スーパー，病院ができる 
・小学校，保育園ができる 
・憩いの場所を作る 
・御畳瀬小学校が大学のキャンパスになる 
・防潮堤を壊して，海が見えるようにする 

産業・観光 ・船に乗り花火が見られる 
・夜の浦戸大橋を眺められる 

・住人の所得が低い 
・喫茶，飲み屋がない 
・御畳瀬漁協での売り捌きが中止し，荷揚げのみ

になる予定 
・浦戸湾内のガイド整備が必要である 

・漁港がなくなる 
・魚がいなくなる 
・漁師がいなくなる 

・宿泊施設，保養施設を作る 
・魚の養殖業を進める 
・中小企業が入ってくる 
・ヨットハーバーを漁港に作る 
・浦戸湾内レジャーの拠点として漁港を活用 
・地域の史跡，文化を外部に PR 

食 ・干物がうまい 
・沖ウルメ，メヒカリが生（刺身）で食べられる 
・練り物（てんぷら，ちくわ）がおいしい 
・エガニが獲れる 

 ・みませどれの漁名がなくなる 
・新鮮な魚が食べられなくなる 

・みませならではのブランド食品があれば 
・魚の外、何か養殖業ができたら良い 

歴史・文化・行事 ・史跡がある（玉島，袂石など） 
・岩崎弥太郎の妻：喜勢が御畳瀬育ち 
・浦戸湾八景の１つ「笑ヶ浦」がある 

・祭りがあっても，地域によって分かれて行う 
・天満宮、深浦神社の御神幸の復活 
・みませ祭の充実を計る 

・神社の祭りがなくなる ・御畳瀬全体で祭りをする 
・他の地域との人的交流，協力体制の強化を図る

（伝統文化の継承，祭りの活性化） 

安心・安全 
（防災） 

・通行車両が少なく，事故が少ない 
・信号がない 
・夜でも町内が明るい（街路灯が多い） 
・犯罪が少ない（平和） 
・火災が少ない 
・防災力が強い（全戸に火災報知器がある） 

・マスターカードの更新 
・避難マニュアルの作成 
・防犯体制の強化が必要 
・海岸道路などに消防車両が入れない 
・備蓄品の強化 

・地震対策（耐震補強）ができていない 
・津波でなにもなくなる 
・空き家が多くなる 

・各家庭に電気遮断器の取り付け 

 


